









































































などでは戦後間もない時期に廃止されていたが，日本鋼管と東芝では 1964 年まで，三菱重工では 1969 年まで用い
られていた（新日本製鉄株式会社社史編さん委員会編 1981：648，日立労働運動史編纂委員会編 1964：156，三井
造船株式会社 50 年史編纂委員会編 1968：286，日本鋼管株式会社六十年史編纂委員会編 1972：551，東京芝浦電気













































































　三菱電機は 1948 年に身分制度を改訂したが，それが施行されるのには 2年間の時間を要し，完





















































































































































一等工手→工師 満四年以上 三二円以上 七〇 三〇
二等工手→一等工手 満五年以上 二六円以上 七〇 三〇












































































1,250 円以上 130 円 100 円 70 円
1 等工手
30 円以上 160 銭 130 銭 100 銭
1,000 円以上 100 円 80 円 60 円 30 円未満 140 銭 120 銭 100 銭
750 円以上 80 円 60 円 40 円
2 等工手
24 円以上 140 銭 120 銭 100 銭
600 円以上 60 円 50 円 40 円 24 円未満 130 銭 110 銭 90 銭
500 円以上 50 円 40 円 30 円
3 等工手
20 円以上 130 銭 110 銭 90 銭
400 円以上 40 円 30 円 20 円 17 円以上 110 銭 95 銭 80 銭
400 円未満 30 円 25 円 20 円 15 円以上 85 銭 75 銭 65 銭
書記
技手
450 円以上 40 円 30 円 20 円 15 円未満 70 銭 60 銭 50 銭
350 円以上 30 円 25 円 20 円
工手補
15 円以上 70 銭 60 銭 50 銭
300 円以上 25 円 20 円 15 円 13 円以上 60 銭 50 銭 40 銭
300 円未満 20 円 15 円 10 円 13 円未満 50 銭 40 銭 30 銭
書記補
技手補
350 円以上 25 円 20 円 15 円
300 円以上 20 円 15 円 10 円















































郡山従業員組合 1946 年 3 月
本店従業員組合 1946 年
世田谷従業員組合 1946 年 2 月 15 日
大船労働組合 1946 年 1 月 21 日
中津川従業員組合 1946 年 3 月 1 日
名古屋労働組合 1946 年 2 月 28 日
和歌山従業員組合 1946 年 2 月 20 日
伊丹職員組合 1946 年 2 月 2 日
伊丹労働組合 1946 年 1 月 23 日
神戸職員組合 1946 年 2 月 7 日
神戸労働組合 1946 年 1 月 15 日
神戸労働組合姫路支部 1946 年 1 月 25 日
福山職員組合 1946 年 2 月 6 日
福山労働組合 1946 年 2 月 8 日
福岡職員組合 1946 年 2 月 8 日
福岡工員組合 1946 年 2 月 8 日
長崎職員組合 1946 年 2 月 1 日
長崎労働組合 1946 年 2 月 1 日
出所：三菱電機労働組合運動史編纂委員会編（1957）2 頁により作成。
　各場所で労働組合が結成された後，「神戸，伊丹両労働組合，長崎の職，労両組の四組合を発起
人にして全三菱電機株式会社従業員組合連合会の呼びかけがあり，昭和 21 年 4 月 18 日，神戸の忠
厚寮に 18 組合，約 50 人の各代表が集まり，次の諸事項を協議すると共に，連合協議会結成すると
ともに三役を決定した」（三菱電機労働組合運動史編纂委員会編 1957：19）。「次の諸事項」の中に
は，すでに「職，工員の差別待遇撤廃」が含まれていた（三菱電機労働組合運動史編纂委員会編
1957：19）。そして，1946 年 5 月 1 日に三菱電機株式会社労働組合連合会（以下，連合会と略す）
の結成が行われている。なお，手続きの関係上，6月 1日に結成届出が行われている。

































（４）　その後，三菱電機株式会社労働組合連合会は 1954 年 6 月 16 日～ 17 日の三菱電機労働組合結成大会をもって





















1948 年の身分制度改訂に関わる給与専門委員会は 3回（実質 4回）行われている。第一回は 1947
年 1 月 16 日～ 18 日，第二回は 2・1 ゼネスト後の 1947 年 2 月 17 日～ 22 日，第三回第一次は




















































































　上述したように，身分制度改訂に関わる給与専門委員会は 3回開催され，1947 年 11 月に結論を
得て，その内容を 1948 年 3 月制定の就業規則第 9条に明記し，身分制度が発足している（三菱電機
株式会社社史編纂室編 1982：327）。ただし，「その実施には，各従業員が従事している職務内容の
明確化，職能系統の決定など困難な問題が残されていたため，その解決に 2年有余の歳月を要し」
（三菱電機株式会社社史編纂室編 1982：327），身分制度は 1950 年 9 月 1 日から完全実施されている。
　ところで，1948 年の身分制度の発足時点では，身分の格付けに学歴等は盛り込まれていなかっ
た（三菱電機労働組合運動史編纂委員会編 1957：78-79）。その後，1948 年 6 月 1 日～ 2日に第一
回完全実施委員会が開催され（三菱電機労働組合運動史編纂委員会編 1957：120），1948 年の 8 月













　1949 年は職階制の導入について労使交渉が行われていたが，その 1950 年 3 月の労使合意後，再
び身分制度についても労使交渉がなされるようになった（７）。1950 年 6月 22日～ 23日に第一回給与
専門委員会，1950 年 7 月 16 日～ 17 日に第二回給与専門委員会が開催されている（三菱電機労働
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